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日本新産紅藻ヒメベニヤパネグサ(新称)Membranoρtera spinulosa (RUPRECHT) 

KUNTZE (紅藻 コノハノリ科)について
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MATSUMOTO， M. and YOSHIDA， T. 1989. On Membranotlera stinulosa (RUPRECHT) KUNTZE (Delesseriaceae， 

Rhodophyta) new to Japan. Jpn. J. PhycoI. 37: 145-149. 

Membranotlera stinulosa (RUPRECHT) KUNTZE is reported from Nemuro Peninsula， eastern pa口 ofHok-

kaido in Japan. The thalli are small， marginally and a1ternately branched with conspicuous midribs and 
with dentate and crisped margins. Intercalary cell divisions are absent in every cell row. Initials of third-

order cell rows do not a1ways reach the margin. Alae are monostromatic and provided with microscopic 

side-veins. Procarps are born on the primary cell rows. Each procarp is composed of a carpogonial branch 

and two groups of sterile ceIls. Cystocarps are arranged on surface of midrib. Carposporangia are formed 

in chain. Tetrasporangial sori extend from ultimate branchlets to main branches， except the midrib and 
marginal portion. 
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Masaki Malsumolo and Tadao おshida，Dφarlmenl of Bolany， Faculty 01 Science， Hokkaido University， 

Sattoro， 060 jatan 

北海道東部の根室半島太平洋岸において小型のコノ 観 察結果

ハノリ科の一種を採集した。この藻体の生長点やプロ

カノレプ，嚢果，四分胞子体などの形態的特徴から，コ 藻体は紅色，小型で体高数 mmから 2cm程度，幅

ノハノリ亜科，ベニヤパネグサ群の Membranotlerastin- は 1-1.5mmで，枝は互生的に縁辺から生じ，藻体全

ulosa (RUPRECHT) KUNTZEと同定した。この種はカム 体に明瞭な中肋が見られる。中肋の両側にはー細胞層

チャッカ半島やアリューシャン列島など北太平洋から からなる翼状部があり，その縁辺には鋭い鋸歯がみら

報告されているが (WYNNE1970)，日本からの報告は れ (Fig. 1)，藻体下部では縮れている。雌雄の配偶体

ない。また， NAGAI (1941)が，千島列島から M.denー と四分胞子体の末端校の形態を比較すると，幾らかの

liculala (MONTACNE) KYLlNとして記録している藻体は， 違いがみられた。配偶体の末端枝は，その幅が広く縁

脂葉標本の比較によりこの種とは別種と認められたの 辺はほぼ全縁で鋸衡は小さく少なL、。四分胞子体の末

で，Membranotleraゆinulosaを日本新産種とし，和名と 端技は細く，縁辺には明らかな鋸歯が上に向かつて狭

してヒメベニヤパネグサを提案する。 い角度で生じている。翼状部には中肋から縁辺部にか

材 料

けて単条，もしくは稀に分岐する顕微鏡的側脈が見ら

れる (Fig.2)。中肋部分は中心細胞をとりまく髄層と，

小型の細胞からなる皮層があり，髄層細胞にはソゾ属

観察には根室半島先端部の納沙布岬で1978年 5月に に見られるような半月型の肥厚(It)が認められるもの

打揚げとして得た雌性配偶体と，近接したトリトエウ がある (Fig.4)。

ス沖で1988年4月に潜水により得た貝の体上に付着し 生長点では頂端細胞 (a)が横に関節し，第一位細胞

ていた雄性配偶体，雌性配偶体，四分胞子体を用いた。 列，第二位細胞列，第三位細胞列のいずれの細胞列に

外部形態の観察に用いた服薬標本は北大理学部の標本 も介生分裂は見られなL、。そして，第二位細胞列の

室に保管されている (SAP034546， SAP 051704)0 initial cell (i2)はその全てが縁辺に達するが，第三位細

胞列の initialcell (i3)は，必ずしも縁辺に達するとは
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2cm 
Figs. 1-2. Membrano戸terastI71ulosa (RUPRECHT) KUNTZE. 1. Tetrasporophyte (SAP 051704) collected from 

Nemu，:c， Peninsula. 2. Mieroscopic side-vein on alae. mv， microscopic side-vein 

6 

-50~m 

Figs. 3-7. Mcmbranottcra stInulosa. 3. Apex ofthllus showing apical segmentation. 4. Cross section ofthallus 
5. Apical part of thallus with tetrasporangial sorus. 6. Surface view 01" tetrasporangial sorus. 7. Longitudinal sec-
tion of thallus with tetrasporangia. a， apical cell; cc， central cell; i" i" inilials of seconcl-ancl thircl-orcler cell rows; 
lt， lenticular thickening; p， tetrasporangial primordium; t， tetrasporangium 
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Figs. 8-13. Membranoptera spinulosa. 8. The procarps arranged on the primarγcell row. 9. Srages in develop-

ment of procarps. 10. Apical portion of female thallus with cystocarps. 11. Cross section of young cystocarp. 12. 
Carposporangia formed in chain. 13. Surface view of young spermatangial sorus. a， apical cell; ca， car-
pospor阻 gium;cbt_3， first， second and third cell of carpogonial branch; cbi， initial cell of carpogonial branch; cc， 
central cell; cp， carpogonium; cy， cystocarp; fc， fusion cell; g， gonimoblast; pc， pericentral cell; po， ostiole; pro， 
procarp; rc， rhizoidal cell; sc， supporting cell; st，mc， st2mc， mother cells of first and second groups of sterile cells; 
stc" first group of sterile cells; tr， trichogyne. 

限らない (Fig.3)。

四分胞子議斑は線状で，末端技から主枝にかけて縁

辺を除く中肋の両側に，求頂的に密な状態で形成され

る (Fig.5)。四分胞子褒とその原基は第二位細胞列，

第三位細胞列の primarycellから切り出され，皮層細

胞と同等の位置を占めるため皮層細胞に覆われること
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なく形成される。四分胞子嚢の分裂様式は原則的に三

角錐型である (F耶・ 5，6)。

プロカノレプは第一位細胞列上に形成される (Fig.8)。

その発達過程を Fig.9に示した。第一位細胞列上に

生じた周心細胞 (pc) から，まず，第一次中性母細胞

(st，mc) が切り出され，その後，周心細胞は支持細胞

(sc)と造果校母細胞 (cbi)に分裂する。支持細胞から

はさらに第二次中性母細胞 (st2mc)が生ずる。造果枝

母細胞は，造果枝の細胞を cb" cb2の順に切り出し，

最後に cb3と造果器 (cp)を作り， 4細胞性の造果枝を

完成する。第一次中性母細胞は受精前に分裂し，プロ

カルプは 2群 3個の中性細胞を伴うことが多L、。礎果

は末端枝の中肋上にできる (Fig.10)。中央部に融合細

胞 (fc)があり，この細胞から出る造果枝 (g)から，果

胞子嚢 (ca) が鎖状に連なって形成される (Figs. 11， 

12)。融合細胞をささえる細胞からは仮根状細胞 (rc)

が伸び，皮層細胞に連絡している (Fig.11)。

雄性配偶体は雌性配偶体に比べて小さく，体高は 5

mm，幅 0.5mm程度しかなL、。精子襲斑は藻体中部に

中肋と縁辺を除いて生じる。今回得られた材料では精

子嚢の原基は出来ていたが，成熟したものは非常に少

なかった (Fig.13)。

考 察

ノハノリ亜科，ベニヤパネグサ群に属する。さらに褒

果を直接体上に生じ，一細胞層の翼状部をもつのでベ

ニヤパネグサ (Membranottera)属であることが認められ

た (WYNNE 1983)。ベニヤパネグサ属は，北半球北部

より 12種類報告されており，種のレベルで区別する形

質として，縁辺の形態，鋸歯の形状，顕微鏡的側脈の

有無，藻体のサイズ，中肋の状態，四分胞子嚢斑の形

態などが用いられる (WYNNE 1970)。このうち，縁辺

の鋸歯と顕微鏡的側脈のあるものとしては ，M. 

st仇ulosa，M. serrata (POSTELS et RUPRECHT) ZINOVA， M 

denticulataの3種類がある (MONTAGNE 1849， ZINOVA 

1965， WYNNE 1970)0 M. denticulataは，藻体のサイズが

大型で，縁辺も縮れず，四分胞子嚢斑は，末端枝にの

み形成され，線室産 Membranottera とは異なる

(RUPRECHT 1851， HARVEY 1853， KUTZING 1866) (Table 

1)0 ZINOVA (1965)は，M. stinulosaをM.serrataから，

藻体のサイズが小型であることと，中肋が細いことで

区別し，四分胞子褒斑の位置については，M. serrata 

で全ての順位の枝に形成されると記載している。一方，

RUPRECHT (1851)は，M. stinulosaの四分胞子嚢斑が先

端から離れて形成されることを指摘している。根室産

Membranottera は，藻体が極めて小型であり，細い中肋

をもちながら，四分胞子嚢斑が末端技にも形成される

など，M. stinulosaとM目 serrataとの中間的な位置にあ

る。 WYNNE(1970)は，両種の中間的な形質を持つ標

プロカノレプを第一位細胞列上に生じ，いずれの細胞 本を得ていることと ，M. stinulosaの中肋の状態が，

列にも介生分裂がなく，第三位細胞列の initialcellが 藻体の発達程度や世代によって変化することから， 2 

必ずしも縁辺に達しないなどの特徴から，この藻はコ 種を同一種ではないかと提案しているが， ZINOVA 

Table 1. Comparisons of the species of genus Membranottera provided with dentate margins and microscopic 
side-veins on the a1ae. 

H(cemlgh) t Breadth Position oftetra- Nature of Shape of 
恥fidrib

(mm) sporangial sori margms dentations 

A4.frs0p1 znulosa 0.5-2 1-1.5 whole length crisped in small and sharp consplcuoUS 
om Nemuro of branches lower portion narrow 

Ad(RspUanPuElRoCsa HT1851) 
<2 farther down crisped small and sharp 

from apex 

A4-(W宅IPYinNuNfoEsa1970) 3-7 1-3 
dmbIrsaaarnpgcpihneeaas l r where cnsped or 

small and sharp conSplCUQUS 
smooth narrow 

S occur 

M. serrata 15 3-5 whole nlecnhegs th large veηr broad 
(ZINOVA 1965) ofbra 

M. denticulata 3.5-12 1-4 within often more or small and sharp杓 cbornoasdpi判CUQUS 
(NAGAI 1941) branchlets判 less crisped 

M 目 denticulata 10-12.5 6.4-13 near abpreax E of small or large consplcuoUS 
(HARVEY 1853) small branchlets linear， acute 

*1Our observation on Nagai's specimens，tetrasporang*ia2， l sori also developed in main and secondary branches， 
but sparser than those of the 'pecimens from Nemuro. "'2，3 Results of our observation目
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(1965)の概念に基づき，別々の分類群にとどめている。

筆者等もこの扱いに従い，M 抑制/osaとM.serrataを

別種とみなしそのうえで，板室産 Membranopteraは

藻体が極めて小型で，細い中肋を持ち，鋸歯が小さく

鋭利であることから M.spinu/osaと同定した (Table1)。

そして，M. spinu/osaを日本新産種とし，その和名と

してヒメベニヤパネグサを提案する。

NAGAI (1941)が千島列島から M.denticu/ataを報告し

ているので，根室産 M ゅinu/osaとの関係を調べるた

め北大農学部に保管されている開業標本を観察した。

その結果，この藻体は大型であり，四分胞子褒は，末

端枝から主枝にかけて形成されるが密度が低く，特に

主枝の下部ではほとんど形成されず，根室産 M

ψinu/osaとは別種と認められた (Table1)。また，M. 

dentic山 ta において，末端枝以外に四分胞子嚢斑が形

成されるという報告はなく，さらに，縁辺が縮れるこ

となどから，千島産 Membranopteraは M.dent削 /ataと

は別種と思われる。ただし標本が不足しており，種

については特定できない。

最後に，助言をくださった札幌大学 三上日出夫教

授，永井氏の標本閲覧を許可してくださった北大農学

部 四方英四郎教授，並びに採集に協力してくださっ

た釧路水産試験場 鳥居茂樹氏に深く感謝致します。
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